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スの法則に従うことが示された．これは，多孔質錯体  (PCP) およびカーボンナノチュ
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ーブ  (SWCNTs) 中に内包された酸素分子が，分子間で反強磁性相互作用を示す結果と
は明瞭に異なり，内包された酸素分子がフラーレン骨格により効果的に隔離されてい











(2000 atm) あるいは低温  (100 °C) 条件下では内包率は著しく低下する (~ 5%)ことが
示された．さらに第二章で開発した開口部縮小反応が適用され，通常の条件下では容
易に放出されてしまうホルムアルデヒド分子を内包させ，安定に取り扱うことにも成
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開口部に一つ挿入された 17 員環開口体だけでなく，二つ挿入された 18 員環開口体，




























くない．よって，本論文は博士  (工学 ) の学位論文として価値あるものと認める．また，
平成 29 年 2 月 22 日，論文内容とそれに関連した事項について試問を行って，申請者が
博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し，合格と認めた． 
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